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第 ５

１ ． 報 告

（ １ ） 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て

（ ２ ） 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答 書 に つ い て

２ ． 議 事

（ １ ） 議 案 第 １ ９ 号

農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ２ ） 議 案 第 ２ ０ 号

農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ３ ） 議 案 第 ２ １ 号

農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定

に つ い て

（ ４ ） 議 案 第 ２ ２ 号

下 限 面 積 の 設 定 に つ い て

（ ５ ） そ の 他

第 ６ 閉 会

６ ． 事 務 局 職 員

局 長 藤 村 一 栄 参 事 伊 藤 一 彦

補 佐 門 脇 益 美 主 事 髙 橋 直 人

７ ． 書 記

補 佐 門 脇 益 美

８ ． 議 事 録 署 名 員

１ ８ 番 千 葉 惣 永 １ ９ 番 佐 藤 善 栄

９ ． 会 議 の 概 要

議 長 た だ 今 か ら 平 成 ２ ６ 年 第 ７ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 会 い た し ま す 。

み な さ ま も 良 い 天 気 が 続 い た 関 係 で 作 業 も 順 調 だ と 思 い ま す 。 今 日 は 昨

日 と 一 転 し て 寒 い 日 と な る そ う で す が 、 今 後 の 天 候 に 期 待 し た い と 思 い ま

す 。

そ れ で は 、 本 日 の 総 会 へ の 出 席 委 員 は ２ ４ 名 。 欠 席 委 員 は ３ 名 で す 。 よ

っ て 、 本 総 会 は 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。

議 長 次 に 、 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名 を こ ち ら か ら し て よ ろ し い で

し ょ う か 。

『 異 議 な し 』 の 声

議 長 そ れ で は 議 事 録 署 名 員 に １ ８ 番 千 葉 委 員 、 １ ９ 番 佐 藤 委 員 両 名 を 指 名 し

ま す 。 会 議 書 記 に は 門 脇 補 佐 を 指 名 し ま す 。

本 日 の 会 議 の 日 程 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 布 し て い る 議 事 日 程 に 従

い 進 行 い た し ま す 。 ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 な し 』 の 声

議 長 異 議 な し と 認 め ま す 。 そ れ で は 日 程 ４ 、 会 務 諸 報 告 を お 願 い し ま す 。

局 長 《 会 務 諸 報 告 の 朗 読 及 び 説 明 （ ９ 時 ０ ４ 分 ）》

議 長 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 は 議 事 終 了 後 に お 受 け

し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ れ で は 日 程 ５ 、 報 告 に 入 り た い と 思 い ま す 。

事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 報 告 １ 、 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て で す 。 届 出

が １ ０ 件 あ り 、 受 理 し た 旨 を ご 報 告 し ま す 。 詳 細 に つ い て は 資 料 に 記 載

の と お り で ご ざ い ま す 。 相 続 に よ る 所 有 権 の 取 得 と な っ て お り ま す 。 続

き ま し て 報 告 ２ 、 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 回 答 書 に つ い て で す 。 申 請 箇

所 は 角 館 町 上 菅 沢 。 地 目 が 田 で 変 更 後 の 地 目 が 宅 地 と な っ て お り ま す 。



地 目 変 更 の 日 付 が 昭 和 ３ ７ 年 １ ２ 月 ５ 日 。 先 日 の ４ 月 ２ ５ 日 に 担 当 委 員

と 宅 地 に な っ て い る 事 を 確 認 し 法 務 局 に 回 答 し て お り ま す 。 続 き ま し て

報 告 ３ 、 農 地 改 良 実 施 期 間 延 長 願 に つ い て で す 。 改 良 農 地 は 角 館 町 小 勝

田 前 田 。 当 初 の 工 期 は 平 成 ２ ５ 年 ９ 月 １ ０ 日 か ら 平 成 ２ ６ 年 ３ 月 ３ １ 日

で し た が 角 館 地 区 統 合 高 校 取 付 道 路 整 備 工 事 の 残 土 搬 出 が 冬 期 間 休 止 と

な り 、 再 開 後 の 工 期 と し て 農 地 改 良 の 実 施 期 間 を 平 成 ２ ５ 年 ９ 月 １ ０ 日

か ら 平 成 ２ ６ 年 ９ 月 ３ ０ 日 ま で 延 長 し た い と い う 届 出 で し た 。 残 土 に つ

き ま し て は 県 の 事 業 で す の で 一 時 的 に 置 か せ ま す が 、 最 終 的 に は 計 画 ど

お り １ ０ ０ ㎝ の 盛 土 に し ま す 。 以 上 で す

議 長 報 告 が 終 わ り ま し た 。 そ れ で は 議 事 に 入 り ま す 。 議 案 第 １ ９ 号 、 農 地 法

第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て を 上 程 し ま す 。

説 明 を お 願 い し ま す 。 利 害 関 係 者 の 退 席 を 求 め ま す （ 田 村 委 員 退 席 ） 整。

理 番 号 ９ 番 の 説 明 を お 願 い し ま す 。

門 脇 補 佐 案 件 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 ９ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 小 山 田 字

林 崎 。 経 営 規 模 拡 大 に よ る 有 償 移 転 の 案 件 と な り ま す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 ９ 番 に つ い

て ７ 番 新 山 委 員 お 願 い し ま す 。

７ 番 新 山 隣 接 し て い る 田 ん ぼ を 一 枚 田 に す る と い う 話 を 譲 渡 人 の 父 親 と 田 村 委

員 と の 間 で 話 を 進 め て い た が 、 譲 渡 人 の 父 親 が 亡 く な り 、 あ ま り 時 間 を

長 く か け て お け な い と い う こ と で 今 回 合 作 地 に す る と い う こ と で 譲 渡 人

よ り 確 認 を と っ た た め 何 ら 問 題 な い と 思 い ま す 。 以 上 で す 。

議 長 現 地 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 、 ご 質 問 ご ざ い ま せ ん か 「 な し の。

声 」

議 長 無 い よ う で ご ざ い ま す の で 、 許 可 す る 事 に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

「 異 議 な し の 声 」

議 長 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 許 可 す る 事 に 決 定 し ま す （ 田 村 委 員。

復 席 ）

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ９ 番 を 除 き 一 括 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

門 脇 補 佐 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字 野 中 外 。 経 営 規 模 拡 大 に

よ る 有 償 移 転 の 案 件 と な り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在

が 田 沢 湖 生 保 内 宮 ノ 前 外 、 受 贈 に よ る 無 償 移 転 の 案 件 と な り ま す 。 続 き

ま し て 整 理 番 号 ３ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 西 長 野 中 田 外 。 受 贈 に よ る 無

償 移 転 の 案 件 と な り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ４ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館

町 薗 田 南 花 園 。 受 贈 に よ る 無 償 移 転 の 案 件 と な り ま す 。 続 き ま し て 整 理

番 号 ５ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 雷 外 。 受 贈 に よ る 無 償 移 転 の 案 件 と な り

ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ６ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 桧 木 内 字 吉 田 外 。

経 営 規 模 拡 大 に よ る 有 償 移 転 の 案 件 と な り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ７

番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 小 山 田 字 八 津 。 経 営 規 模 拡 大 に よ る 有 償 移 転 の

案 件 と な り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ８ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 小 山 田

字 八 津 。 経 営 規 模 拡 大 に よ る 有 償 移 転 の 案 件 と な り ま す 。 続 き ま し て 整

理 番 号 ９ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 小 山 田 字 林 崎 。 経 営 規 模 拡 大 に よ る 有

償 移 転 の 案 件 と な り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 １ ０ 番 。 農 地 の 所 在 が 西

木 町 小 渕 野 字 小 白 川 野 外 。 受 贈 に よ る 無 償 移 転 の 案 件 と な り ま す 。 続 き

ま し て 整 理 番 号 １ １ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字 下 野 外 。 経 営 規 模

拡 大 に よ る 新 規 の 賃 貸 借 契 約 と な り ま す 。 以 上 説 明 を 終 わ り ま す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 １ 、 ２ 、 １ １

番 に つ い て ６ 番 倉 橋 委 員 お 願 い し ま す 。

６ 番 倉 橋 整 理 番 号 １ 番 に つ い て で す が 浅 野 フ ァ ー ム の 下 の 両 側 で す が 現 在 し っ か



り と 整 地 を し ま し て す ぐ に 耕 作 で き る 状 態 で す の で 何 ら 問 題 な い と 思 い

ま す 。 次 に 整 理 番 号 ２ 番 で す が ３ ０ 年 ほ ど 前 に 妹 か ら の 頼 み で 兄 が 所

有 し て い た が 、 元 気 な う ち に 妹 に 農 地 を 返 し て お き た い と い う こ と で し

た 。 ま た 長 男 が 再 来 年 あ た り に 帰 っ て く る と い う こ と で 親 戚 等 で し っ か

り と 管 理 し 、 協 力 し て 耕 作 し て い く と い う こ と を 確 認 し て お り ま す の で

何 ら 問 題 な い と 思 い ま す 。 整 理 番 号 １ １ 番 で す が ア ス パ ラ を 耕 作 す る た

め の 農 地 で す の で 何 ら 問 題 は な い と 思 い ま す 。

議 長 あ り が と う ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ３ 、 ５ 番 に つ い て 、 ２ ５ 番

辻 委 員 よ り 報 告 お 願 い し ま す 。

、 。25番 辻 先 ほ ど の 説 明 の 通 り 全 て 贈 与 で あ り ま す の で 何 ら 問 題 な い と 思 い ま す

議 長 続 き ま し て 整 理 番 号 ４ 番 に つ い て 、 １ ６ 番 山 手 委 員 で す が 欠 席 し て お り

ま す が こ れ は 贈 与 で す の で な ん ら 問 題 は な い と 思 い ま す 。 次 の 整 理 番 号

６ 番 に つ い て １ ５ 番 門 脇 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

15番 門 脇 説 明 い た し ま す 。 譲 渡 人 が 高 齢 、 ま た 娘 が い る の で す が 娘 婿 が 事 故 に 遭

い 長 期 療 養 中 と い う こ と で 維 持 管 理 が 困 難 に な っ た た め 隣 接 し て い る 親

戚 関 係 に あ る 譲 受 人 に 売 買 す る と い う こ と に 決 ま り ま し た 。 ５ 月 ６ 日 に

現 地 を 見 に 行 き 周 辺 に 何 ら 問 題 無 い と 確 認 し て き ま し た 。 以 上 で す 。

議 長 あ り が と う ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ７ 番 ８ 番 に つ い て 、 ２ １ 番

田 村 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

２ １ 番 田 村 説 明 い た し ま す 。 整 理 番 号 ７ 番 で す が 譲 渡 人 と 譲 受 人 は 隣 同 士 で 除 雪

等 の 関 係 も あ り 家 の 前 の 田 ん ぼ を 譲 っ て ほ し い と い う こ と で の 売 買 で す 。

何 ら 問 題 は な い と 思 い ま す 。 整 理 番 号 ８ 番 で す が 譲 受 人 の 車 庫 の 横 の 農

地 を 引 き 受 け た い と い う こ と で の 売 買 で す 。 こ れ も 身 内 、 隣 人 関 係 な の

で 差 し 支 え は 無 い と 思 い ま す 。 以 上 で す 。

議 長 あ り が と う ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 １ ０ 番 に つ い て 、 ２ ４ 番 藤

原 委 員 で す が 欠 席 で す が こ れ は 生 前 一 括 贈 与 で す の で な ん ら 問 題 は な い

と 思 い ま す 。

議 長 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ９ 号 に つ い て は 、 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご ざ

い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 １ ９ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に

決 定 し ま す 。 （ ９ 時 ２ ７ 分 ）

議 長 次 に 、 議 案 第 ２ ０ 号 、 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い

て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。

（ 議 案 第 ２ ０ 号 、 整 理 番 号 １ 番 か ら ３ 番 を 議 案 書 を も と に 朗 読 ）

整 理 番 号 １ 番 に つ い て 、 土 地 の 所 在 が 田 沢 湖 梅 沢 字 森 腰 。 転 用 目 的 が 一

般 個 人 住 宅 。 転 用 理 由 は 住 宅 を 新 築 し 、 事 業 計 画 者 、 妻 、 父 母 、 子 供 ２

人 の 計 ６ 人 家 族 で あ る が 、 住 宅 が 老 朽 化 し て き て い る 事 と 、 子 供 の 成 長

と と も に 手 狭 に な っ て き た こ と で 、 現 住 家 屋 の 道 路 を 挟 ん で 向 か い 側 に

住 宅 を 新 築 す る た め 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 ３ ０ 年 で の 賃 貸 借 契 約

の 案 件 で す 。 土 地 の 所 在 が 角 館 町 西 田 。 転 用 目 的 が 調 剤 薬 局 。 転 用 理 由

が 市 立 角 館 総 合 病 医 院 の 移 転 新 築 （ 平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 ） に 伴 い 、 患 者 様

の 応 需 薬 局 及 び 地 域 に お け る 基 幹 薬 局 建 設 の た め （ 永 年 転 用 。 続 き ま し）

て 整 理 番 号 ３ 番 。 土 地 の 所 在 が 角 館 町 西 田 。 転 用 目 的 、 転 用 利 用 は 整 理

番 号 ２ 番 と 同 じ で す 。



議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 こ こ で 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 １ 番 に

つ い て ８ 番 大 山 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

８ 番 大 山 現 地 確 認 を し 、 隣 接 地 に は 十 分 空 間 が あ り 、 近 隣 の 皆 さ ん か ら も 許 可 を

頂 い て お り ま す の で 問 題 な い と 思 い ま す 。

議 長 あ り が と う ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 、 ３ に つ い て ２ ３ 番 佐 藤

委 員 よ り お 願 い し ま す 。

23番 佐 藤 説 明 い た し ま す 。 代 理 人 の 高 橋 さ ん と 助 手 と 事 務 局 伊 藤 参 事 の ４ 人 で 現

地 確 認 し て き ま し た ド ラ イ ブ ス ル ー に す る と い う こ と で 交 通 量 等 に つ い

て 少 し 心 配 し ま し た が 農 地 に 対 し て は 用 排 水 等 に つ い て は 問 題 は 無 く 隣

接 地 に つ い て 同 意 を 得 て お り 特 に 支 障 等 無 い 事 を 確 認 し て き ま し た 。

議 長 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

７ 番 新 山 整 理 番 号 ２ 、 ３ 番 つ い て 、 転 用 の 期 間 が 永 年 と な っ て お り ま す 。 ま た 建

物 の 賃 貸 借 契 約 が ２ ０ 年 、 月 額 ６ ,０ ０ ０ 円 と な っ て い る が こ れ ら の 関 係

は ど う な っ て い る の か 。 そ れ と 農 地 の 借 り 上 げ 代 金 が １ ０ ０ 万 と い う の

は 事 業 費 か ら い っ て 相 対 的 に お か し い 数 字 で は な い か 。 ま た 単 年 度 の も

の な の か 。

伊 藤 参 事 転 用 に 関 し ま し て は 永 年 転 用 で 、 事 業 契 約 者 と 薬 局 の 建 物 の 賃 貸 借 契 約

が ２ ０ 年 、 地 権 者 と 事 業 契 約 者 と の 土 地 の 貸 付 は ３ ０ 年 で そ の 後 更 新 し

て い く と い う こ と で し た 。 借 り 上 げ 代 金 と 単 年 度 の も の か と い う 内 容 の

も の に つ い て は 後 日 詳 し く 確 認 致 し ま す 。

議 長 他 に 質 問 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ２ ０ 号 に つ い て は 許 可 相 当 と す る こ と に ご 異

議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ２ ０ 号 に つ い て は 許 可 相 当 と 決 定

し ま す 。 （ ９ 時 ３ ９ 分 ）

議 長 次 に 、 議 案 第 ２ １ 号 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て を

上 程 し ま す が 、 議 長 で あ る 私 が 利 害 関 係 者 と な っ て お り 退 席 す る こ と と

な り ま す 。

議 長 議 長 に は 、 農 政 委 員 長 で あ る 山 本 委 員 へ 交 替 し ま す が 、 ご 異 議 ご ざ い ま

せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 山 本 委 員 、 議 長 席 へ お 願 い し ま す 。

２ ７ 番 羽 川 委 員 退 席

22番 山 本 暫 時 、 議 長 を 務 め さ せ て 頂 き ま す 。 円 滑 な 議 事 進 行 に ご 協 力 を お 願 い

し ま す 。

22番 山 本 そ れ で は 、 議 案 第 ２ １ 号 、 整 理 番 号 ７ 番 に つ い て 上 程 し ま す 。 説 明 を お

願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 議 案 第 ２ １ 号 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 業 地 利 用 集 積 計 画 に

対 す る 意 見 決 定 に つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 １ ８ 条 の 規 定 に 基

づ き 、 別 紙 の と お り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 に つ い て 仙 北 市 長 よ り 諮

問 を 受 け た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 ５ 月 ９ 日

提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

。 。伊 藤 参 事 整 理 番 号 ７ に つ い て 説 明 致 し ま す 新 規 利 用 権 設 定 の 案 件 で ご ざ い ま す

農 地 の 所 在 は 田 沢 湖 田 沢 字 下 モ 田 地 区 の 合 計 ６ 筆 の ５ ， ３ ６ ９ ㎡ 。 登 記

簿 現 況 共 に 田 。 利 用 権 を 設 定 す る の は 東 京 都 在 住 の 堀 川 津 ね さ ん 。 受 け



る の は 田 沢 地 区 の 羽 川 勇 樹 さ ん ３ １ 歳 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は

５ 年 間 。 賃 借 料 は １ ０ ａ 当 た り １ ２ ， ０ ０ ０ 円 。 年 額 ６ ４ ， ４ ２ ８ 円 と

な っ て お り ま す 。 以 上 で す 。

22番 山 本 説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

22番 山 本 無 い よ う で す の で 、 整 理 番 号 ７ 番 に つ い て は 、 こ の と お り 策 定 す る こ と

に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

22番 山 本 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 整 理 番 号 ７ 番 に つ い て は 適 正 と 認 め る こ と

に 決 定 し ま す 。 こ こ で 、 議 長 を 交 替 し ま す 。

円 滑 な 議 事 進 行 に ご 協 力 頂 き あ り が と う ご ざ い ま し た 。

２ ７ 番 羽 川 会 長 帰 席 議 事 交 替 山 本 委 員 → 会 長

。 、 。議 長 議 長 を 交 替 し ま し た 次 に 整 理 番 号 ７ 番 を 除 く 案 件 を 一 括 上 程 し ま す

説 明 を お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 か ら ３ 番 ま で は 所 有 権 移 転 の 案

件 で ご ざ い ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 川 原 字 北 沢 地 区 の

合 計 １ ７ 筆 。 面 積 が ２ ４ ， ３ ７ １ ㎡ 。 移 転 す る の は 公 益 社 団 法 人 秋 田 県

農 業 公 社 。 受 け る の は 角 館 町 山 谷 川 崎 地 区 の 黒 澤 高 成 さ ん ６ ２ 歳 。 利 用

目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り １ ８ ６ ， ４ ６ ２ 円 の 総 額 ４ ，

５ ４ ４ ， ２ ６ ４ 円 と な っ て お り ま す 。 資 金 は Ｊ Ａ 資 金 で 対 応 す る 計 画 で

ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 刺 巻 字 大 道

地 区 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 合 計 ８ 筆 の ８ ， ９ ９ ４ ㎡ 。 移 転 す る の は 田 沢

湖 刺 巻 地 区 の 佐 藤 吉 孝 さ ん ６ ２ 歳 。 受 け る の は 同 じ く 刺 巻 地 区 の 相 原 功

さ ん ５ ９ 歳 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 は １ ０ ａ 当 た り ３ ４ ４ ，

６ ７ ５ 円 の 総 額 ３ ， １ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円 と な っ て お り ま す 。 資 金 は Ｊ Ａ 資

金 で 対 応 す る 計 画 で ご ざ い ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ３ 番 。 農 地 の 所 在

が 角 館 町 広 久 内 徳 右 エ 門 川 原 地 区 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 合 計 ２ 筆 の ４ ，

７ ４ ８ ㎡ 。 移 転 す る の は 角 館 広 久 内 地 区 の 高 村 冨 美 夫 さ ん ７ ７ 歳 。 受 け

る の は 合 資 会 社 エ コ ニ コ 農 園 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 は １ ０

ａ 当 た り ５ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 総 額 ２ ， ３ ７ ４ ， ０ ０ ０ 円 と な っ て お り ま

す 。 資 金 は 自 己 資 金 で 対 応 す る 計 画 で ご ざ い ま す 。

続 き ま し て 整 理 番 号 ４ か ら ７ 番 ま で は 新 規 の 利 用 権 を 設 定 す る 案 件 で ご

ざ い ま す 。 整 理 番 号 ４ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字 浮 世 坂 地 区 の 合

計 ３ 筆 。 面 積 が ５ ， ７ １ １ ㎡ 。 貸 付 人 は 田 沢 湖 生 保 内 字 水 尻 地 区 の 髙 橋

喜 與 司 さ ん ８ ０ 歳 。 受 け る の は 農 事 組 合 法 人 グ リ ー ン た ざ わ 湖 。 利 用 目

的 は 水 田 と し て 。 期 間 は ３ 年 間 。 賃 借 料 は １ ０ ａ 当 た り １ １ ， ５ ０ ０ 円

の 年 額 ６ ５ ， ６ ７ ６ 円 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ５ 番 。 農

地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 字 浮 世 坂 地 区 の 合 計 １ １ 筆 。 面 積 が １ ５ ， ５ ４

７ ㎡ 。 貸 付 人 は 田 沢 湖 生 保 内 字 浮 世 坂 地 区 の 難 波 辰 雄 さ ん ６ １ 歳 。 受 け

る の は 農 事 組 合 法 人 グ リ ー ン た ざ わ 湖 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は

３ 年 間 。 賃 借 料 は １ ０ ａ 当 た り １ １ ， ５ ０ ０ 円 の 年 額 １ ７ ８ ， ７ ９ ０ 円

と な っ て お り ま す 。 整 理 番 号 ６ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 川 原 向 田 地 区 の

合 計 ７ 筆 。 面 積 が １ ３ ， ０ ２ ３ ㎡ 。 貸 付 人 は 角 館 町 川 原 安 久 戸 地 区 の 大

澤 昭 子 さ ん ６ ６ 歳 。 受 け る の は 西 木 町 西 明 寺 字 堂 村 地 区 の 江 橋 晃 亮 さ ん

６ ２ 歳 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 は １ ０ 年 間 。 賃 借 料 は １ ０ ａ 当 た

り １ ６ ， ０ ０ ０ 円 の 年 額 ２ ０ ８ ， ３ ６ ８ 円 と な っ て お り ま す 。 続 き ま し

て 整 理 番 号 ７ 番 で す が 既 に 説 明 し て お り ま す の で 次 の 説 明 を し ま す 。 整

理 番 号 ８ 番 か ら は 再 設 定 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 利 用 調 整 会 議 で も 問 題 無



い と 承 認 を 得 て お り ま す の で 説 明 は 割 愛 さ せ て い た だ き ま す 。 以 上

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 こ の と お り 策 定 す る こ と に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 こ の 策 定 を 適 正 と 認 め る こ と に 決 定 し ま

す 。

議 長 次 に 、 議 案 第 ２ ２ 号 、 下 限 面 積 の 設 定 に つ い て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お

願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 議 案 第 ２ ５ 号 。 下 限 面 積 の 設 定 に て 。 下 限 面 積 の 設 定 に つ い て 審 議 を 求

め る 。 平 成 ２ ５ 年 ５ 月 ９ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

伊 藤 参 事 別 冊 資 料 を ご 覧 く だ さ い 。 平 成 ２ １ 年 の 農 地 法 改 正 に よ り 、 農 業 委 員 会

が 下 限 面 積 を 設 定 す る こ と が で き る よ う に な り ま し た 。 ま た 農 業 会 議 か

ら も 毎 年 協 議 す る 事 と 連 絡 を 受 け て お り ま す 。 先 日 の 農 地 専 門 委 員 会 に

て 協 議 い た し ま し た が 、 現 行 の ５ ０ ａ は 変 更 し な い と い う こ と で 総 会 へ

上 程 し て お り ま す 。 理 由 と し て は 資 料 に も 記 載 あ り ま す が 、 農 地 法 施 行

規 則 第 ２ ０ 条 第 １ 項 の 適 用 と い う こ と で 、 ２ ０ １ ０ 農 林 業 セ ン サ ス で 、

管 内 の 農 家 で ５ ０ ａ 未 満 の 農 地 を 耕 作 し て い る 農 家 が 全 農 家 の 約 ２ ６ パ

ー セ ン ト で あ る た め と な っ て お り ま す 。 地 域 別 で は 旧 角 館 町 ２ ４ ． １ ６

パ ー セ ン ト 、 旧 田 沢 湖 町 ２ ３ ． ７ ４ パ ー セ ン ト 、 旧 西 木 村 ３ １ ． ６ ２ パ

ー セ ン ト で す 。 以 上 説 明 を 終 わ り ま す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 農 地 専 門 委 員 長 ご 意 見 等 あ り ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ２ ２ 号 に つ い て は 現 行 の ５ ０ ａ を 変 更 し な い

こ と に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ２ ２ 号 、 下 限 面 積 に つ い て は ５ ０

ａ に 設 定 す る こ と に 決 定 し ま す 。 （ １ ０ 時 ０ ７ 分 ）

議 長 こ れ で 、 予 定 議 案 が 終 了 し ま し た 。

議 長 次 に 各 推 進 委 員 か ら 報 告 等 が あ り ま し た ら お 願 い し ま す 。 共 済 さ ん 、 農

協 さ ん 、 土 地 改 良 区 さ ん 、 議 会 さ ん あ り ま せ ん か 。

４ 番 三 浦 Ｈ ２ ５ 年 度 の 建 物 共 済 の 支 払 い 状 況 を ご 報 告 致 し ま す 。 組 合 全 体 で は ４

９ ２ 棟 で 約 １ 億 ６ 千 万 円 の 支 払 い が あ り ま し た 。 当 北 部 地 区 は 角 館 地 区

で ２ ４ 棟 で 約 ２ ３ ７ 万 円 、 田 沢 湖 地 区 で 約 ４ ,４ ３ ５ 万 円 、 西 木 地 区 で は

３ 棟 の 約 ２ ６ 万 で し た 。 災 害 別 で は 火 災 が １ ２ 件 で 約 ８ ， ８ ０ ０ 万 円 と

一 番 多 く 、 次 に 多 い の が 雪 害 で ３ ３ ６ 棟 で 約 ５ ， ０ ６ ０ 万 円 で 、 北 部 地

区 で は 火 災 よ り 雪 害 の 方 が 多 い 結 果 と な り ま し た 。 た だ 今 回 こ れ ら 以 外

に も 被 害 申 告 が あ り ま し た が 総 合 共 済 に 加 入 し て い な い た め 対 象 に な ら

な か っ た と い う こ と が あ り ま し た 。 総 合 共 済 と は 地 震 、 台 風 、 雪 害 な ど

火 災 保 険 だ け で は 対 象 に な ら な い も の も 補 償 し て い る も の で す 。 ま た 収

入 減 少 保 険 で す が 国 か ら ３ 億 円 の 予 算 が 付 き ま し た が 、 民 間 の 保 険 会 社

に も 広 く 入 札 を し 、 共 済 団 体 が 収 入 減 少 保 険 を 担 う と い う こ と に な り 、

今 年 か ら 調 査 に 入 っ て お り ま す 。 保 険 の 内 容 と し ま し て 現 在 は 作 物 共 済

は 水 稲 共 済 と 畑 作 共 済 と 個 別 に 分 か れ て い る 共 済 で 補 償 し て お り ま す が 、

収 入 減 少 共 済 で は 農 家 の 全 体 の 収 入 が 減 少 し た 場 合 に 共 済 金 を 支 払 う と

い う 保 険 と な っ て お り ま す の で 水 稲 共 済 と 二 重 に 加 入 と い う こ と は で き

ま せ ん の で ど ち ら か を 選 ぶ と い う こ と に な り ま す 。 も う ４ ・ ５ 年 頃 か ら

運 用 が 始 ま る と の こ と で す 。 以 上 で す 。



11番 黒 澤 臨 時 議 会 は 今 日 の 新 聞 の 通 り で す 。 農 業 委 員 は 議 会 で 現 職 立 候 補 し た 人

も し な い 人 も ３ 年 間 は 配 属 に な り ま す の で 新 し い 議 長 に よ り 議 会 推 薦 と

い う こ と で 出 て く る と お も い ま す の で よ ろ し く お 願 い し ま す 。

10番 藤 川 任 期 に つ い て で す が 角 館 の 草 彅 隆 さ ん が 農 協 推 薦 で な り ま す 。 た だ 仙 北

市 の 場 合 は 改 選 が １ ２ 月 で す が ７ 月 か ら 農 業 委 員 に な れ る の で ６ 月 で 変

わ る の か １ ２ 月 ま で 調 整 す る の か 検 討 し て い る と こ ろ で す 。 以 上 で す 。

議 長 議 会 に お 願 い し た い の は 女 性 農 業 委 員 が い な い の は 仙 北 市 と あ と ２ 町 村

く ら い と い う こ と で し た 。 是 非 そ こ の と こ ろ も 踏 ま え て ア ド バ イ ス 等 し

て 下 さ い 。

11番 黒 澤 質 問 に 答 え ら れ る よ う に し っ か り と 新 し い 議 長 に 伝 え て お き ま す 。

議 長 ご 苦 労 か け ま す が よ ろ し く お 願 い し ま す 。

23番 佐 藤 以 前 の 市 立 角 館 病 院 転 用 の 件 で す が や は り 価 格 が 高 す ぎ る と 思 い ま す が

そ の 数 字 の 根 拠 を お 知 ら せ 願 い た い 。

伊 藤 参 事 病 院 転 用 で の 農 地 の 価 格 の で す が こ れ は 不 動 産 鑑 定 士 の 調 査 に よ り 出 た

数 字 で ご ざ い ま す 。 価 格 が 高 騰 し て い る の も 確 か で 東 北 農 政 局 と の 協 議

で 事 業 費 に つ い て 心 配 を さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。 現 在 補 正 を 繰 り

返 し て い る と こ ろ で す 。

議 長 次 に 、 事 務 局 よ り 、 協 議 、 連 絡 事 項 が あ り ま す の で 、 お 願 い し ま す 。

局 長 平 成 ２ ６ 年 度 県 選 出 国 会 議 員 に 対 す る 要 望 事 項 と 平 成 ２ ７ 年 度 農 林 関

係 税 制 改 正 要 望 に つ い て 今 日 現 在 ま で 委 員 の 提 案 、 報 告 は あ り ま せ ん で

し た の で お 配 り し た 事 務 局 （ 案 ） を 報 告 書 と し て 提 出 し た い と 考 え て お

り ま す 。

議 長 委 員 の 方 か ら 提 案 、 報 告 が あ り ま せ ん で し た の で 事 務 局 （ 案 ） と し て

農 業 会 議 へ 報 告 す る こ と に 異 議 ご ざ い ま せ ん で し ょ う か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 以 上 を も ち ま し て 平 成 ２ ６ 年 第 ７ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 閉 会 い た し

ま す 。 お 疲 れ 様 で し た （ １ ０ 時 ２ ７ 分 ）。

上 記 の と お り 会 議 の 顛 末 を 記 載 し 、 相 違 な い こ と を 認 め 署 名 す る 。

平 成 ２ ６ 年 ５ 月 ９ 日

議 長

署 名 員 １ ８ 番

署 名 員 １ ９ 番


